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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

出
土
品
が
語
る
弥
生
世
界

　

弥
生
時
代
の
出
土
遺
物
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
桜
井

市
纏
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
寺
澤
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
4
人
の
討
論
者

は
報
告
の
あ
っ
た
３
遺
跡
の
特
質
や
遺
物

の
特
徴
、
指
定
品
の
活
用
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
・
匠
の
技
と
文
物
の
交
流

　

初
め
に
、
出
土
品
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
３
遺
跡
が
、
地
域
（
現
在
の
郡

ぐ
ら
い
の
エ
リ
ア
）
の
拠
点
と
な
る
集
落

で
、こ
れ
ら
の
集
落
で
は
さ
ま
ざ
ま
な「
も

の
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
各
遺
跡
に
お

け
る
匠
の
技
と
し
て
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
で

は
青
銅
器
生
産
、
八よ

う
か
い
ち
じ
か
た

日
市
地
方
遺
跡
（
石

川
県
）
で
は
玉
作
り
、
朝
日
遺
跡
（
愛
知

県
）
で
は
骨
角
器
が
す
ば
ら
し
い
技
術
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
担
当
者
か
ら
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
弥
生
時
代
に
お

い
て
希け

う有
な
遺
物
と
し
て
、
八
日
市
地
方

遺
跡
の
赤
黒
の
色
分
け
彩
色
さ
れ
た
魚
形

木
製
品
や
朝
日
遺
跡
の
壷
胴
部
に
大
き
く

穴
を
あ
け
た
「
円ま

る
ま
ど窓

土
器
」
が
あ
り
、
そ

の
使
い
方
や
用
途
に
つ
い
て
定
説
が
な
い

中
、
各
論
者
か
ら
は
穴
を
布
で
覆
っ
た
の

で
な
い
か
と
か
、
そ
の
中
に
は
目
に
見
え

な
い
も
の
が
入
っ
て
い
た
の
で
な
い
か
と

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
示
さ
れ
、
来
館
者
も

大
い
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
の
金
属
器
使
用
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
視
さ
れ
、
金

属
器
の
流
入
に
つ
い
て
、
北
陸
の
八
日
市

地
方
遺
跡
で
は
日
本
海
ル
ー
ト
で
江
戸
時

代
の
北き

た
ま
え前

船
の
港
・
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
下
濱
さ
ん
の
考
察
も
あ
り
ま

し
た
。

弥
生
時
代
の
文
化
と
思
想
の
問
題

　

弥
生
時
代
の
文
化
を
考
え
る
上
で
重
要

な
も
の
が
絵
画
土
器
で
す
。
唐
古
・
鍵
遺

跡
に
な
ぜ
、
絵
画
土
器
が
多
い
の
か
と
い

う
謎
に
つ
い
て
、調
査
者
の
藤
田
は
唐
古
・

鍵
遺
跡
の
盛
行
期
に
重
な
り
、
絵
画
土
器

を
使
っ
た
祭さ

い
し祀

を
盛
ん
に
す
る
必
要
が

あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
辰
巳

さ
ん
は
、
こ
の
遺
跡
の
爛

ら
ん
じ
ゅ
く熟

期
の
文
化
の

ひ
と
つ
と
し
て
顕
在
化
し
た
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
寺
澤
さ
ん
は
奈
良
盆
地
の
閉

鎖
的
な
空
間
に
生
ま
れ
た
唐
古
・
鍵
遺
跡

の
特
殊
性
で
は
な
い
か
と
し
ま
し
た
。
こ

の
特
殊
性
が
生
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
も

話
が
及
び
「
ヤ
マ
ト
」
と
い
う
地
域
の
自

然
環
境
の
良
さ
が
「
文
化
と
思
想
的
な
も

の
」
を
深
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
点
で
討

論
者
の
一
致
を
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
他

の
２
遺
跡
で
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

弥
生
時
代
の
集
落
が
自
然
と
と
も
に
「
も

の
づ
く
り
」
を
行
い
、
豊
か
さ
を
築
い
て

い
っ
た
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

終
盤
で
は
、
寺
澤
さ
ん
か
ら
各
担
当
者

に
今
後
、
出
て
き
て
ほ
し
い
も
の
や
重
要

文
化
財
に
加
え
て
い
き
た
い
も
の
に
つ
い

て
の
問
い
か
け
に
、
朝
日
遺
跡
で
は
「
首

長
の
館
」、
八
日
市
地
方
遺
跡
で
は
銅
鐸

や
朝
鮮
半
島
産
の「
多た

ち
ゅ
う
さ
い
も
ん
き
ょ
う

鈕
細
文
鏡
」、唐
古
・

鍵
遺
跡
で
は
銅
鐸
や
大
陸
の
文
物
と
い
う

期
待
と
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
寺
澤
さ
ん
は
「
弥
生
時
代
集

落
遺
跡
で
の
重
要
文
化
財
一
括
指
定
と
し

て
は
こ
の
３
遺
跡
ほ
ど
し
か
な
く
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
議
論
を
通
し
て
各
地
の
遺
跡

出
土
品
の
重
要
文
化
財
指
定
が
推
進
さ
れ

活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

話
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

藤田  三郎

唐古・鍵考古学ミュージアム
チーフプロデューサー

 下濱  貴子さん

小松市埋蔵文化財センター
参事

 宮腰  健司さん

愛知県埋蔵文化財センター
副センター長

 辰巳  和弘さん

元同志社大学歴史資料館
教授

 寺澤  薫さん

桜井市纏向学研究センター
所長

 　新しくなったミュージアム
へ！ 子どもたちは夏休みの宿
題に、大人は弥生の技など重要
文化財の優品をご覧ください。

日時 8月1日㈬～31日㈮
午前 9時～午後 5時（月曜日は休館／
入館は午後 4時 30分まで）

問　 唐古・鍵考古学ミュージアム☎ 34-7100

8 月は観覧無料

まちのできごとを紹介します。
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手
話
「
し
き
の
会
」
で
の
防
災
出
前
講
座

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ

6/
16

　河川防災ステーションで手話「しきの会」
を対象に「防災出前講座」が開催されまし
た。自助、共助の重要性を説明した後、災
害時の状況をイメージし、自分を主人公と
した物語を年表形式に作成していく「目黒
巻」というトレーニングツールを使用して、
ワークショップを実施しました。

半
年
間
の
息
災
を
祈
願

夏
越
し
大
祓は
ら

い
　村屋神社で行われた「夏越し大祓い」。
これは半年間の無事を感謝し、残りの半年
間の息災を祈願するものです。参拝者は、
直径約 1.8mほどの茅

ち

の輪をくぐり結界内
に入りました。その後白紙で作られた人形
が配られ、その人形に半年間の罪などを移
すように気持ちを込め息を吹きかけました。

6/
30

見
守
り
活
動
及
び
災
害
時
緊
急
輸
送
の
協
定

タ
ク
シ
ー
も
見
守
り
協
力

　タワラモトンタクシー事業受託事業者４
社と、見守り活動及び災害時緊急輸送に関
する協定を結びました。これは、見守りが
必要な人の異変や不審者などに関する情報
提供と災害発生時の避難場所などへの輸送
をお願いするものです。今後も、安心・安
全なまちづくりに取り組んでまいります。

6/
29

駅
前
で
街
頭
啓
発

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　第 68回「社会を明るくする運動」が全
国的に行われ、町では、磯城地区保護司会
をはじめとした関係機関による街頭啓発が
近鉄田原本駅・笠縫駅で行われました。駅
の利用者に、青少年を非行から守り、非行
に陥った青少年の立ち直りを助けるため理
解と協力の輪を広げようと呼びかけました。

7/
2

町公式Facebook 
QRコード

まちの話題に掲載しきれな
いイベントや写真は町公式
Facebook で配信中。

第
14
回
弥
生
の
里
コ
ン
サ
ー
ト

た
わ
ら
も
と
吹
奏
楽
団

　弥生の里ホールで「たわらもと吹奏楽団
第 14回弥生の里コンサート」が開催され
ました。
　交響曲からポップスまで、幅広いジャン
ルの曲の演奏が行われ、中学校合同ステー
ジやキューティーズによるダンスで、会場
全体が一つになって盛り上がりました。

6/
3

F
C
バ
ル
セ
ロ
ナ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

田
原
本
ク
ラ
ス
開
校

6/
６

　FCバルセロナサッカースクール奈良校
で、６月から田原本クラスが開校すること
から、関係者の方々が町長を表敬訪問しま
した。テクニカルディレクターのエドゥア
ルドさんは「田原本町の子どもたちは努力
する姿勢がすごい。このクラスは活性化す
ると思います」と話されました。

15 広報たわらもと　2018.08




